
地域の子どもたちに CAP （子どもの暴

力防止プログラム） を届けます！

～2020年度ドコモ市民活動団体助成事業について～

一般財団法人とよなか人権文化まちづくり協会

安心 自信 自由
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ドコモ市民活動団体助成事業を受けて

2021 年 9 月から 2年目へ

　協会は、ドコモ市民活動団体助成事業を受けて、2020 年 9 月から CAP（子ども

への暴力防止プログラム）を地域のおとなや学校園、児童養護施設に届けるプロジェ

クトを自主事業として実施しています。プログラムの実施は、特定非営利活動法人

CAP みしま ･ 大阪の協力を得ています。この事業の目的は、「子どもが安心して暮ら

す暴力やいじめのない地域」を協会が主体的に作ることです。

　この１年間、協会が地域の学校園と CAP をつなぎ、児童養護施設はじめ周辺のこ

ども園、小学校（克明小学校 2 年生、4 年生、箕輪小学校 2 年生）、中学校（第五中

学校 2 年生）の子どもたち 279 人に CAP プログラムを届けました。あわせて、お

となの理解を得るために「ＣＡＰおとなワークショップ」を実施（公開ワークショッ

プや子どもに届ける事前の保護者や教職員ワークショップなど）して、延べ 209 人

が参加しました。その実績が評価されて、21 年 9 月からさらに１年間、助成金を受

けることが決まりました。助成金は、豊中市内での「CAP おとなワークショップ」

の実施、協会周辺校区及び他地域での学校園、児童養護施設での CAP プログラム実

施などの事業費にあてられます。
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CAP は人権教育プログラム
　CAP は、子どもへの暴力（いじめ、暴言、痴漢、ストーカー、虐待などあらゆる

暴力）に対抗する人権教育プログラムです。CAP プログラムでは、子どもたちに「人

権」を「安心して生きる権利」「自信を持って生きる権利」「自由に生きる権利」と

いうわかりやすい言葉と寸劇で伝えます。そして、もしも大切な権利が奪われた時

には、「イヤだと言ってもいい」「逃げてもいい」「信頼出来るおとなに相談してもいい」

という具体的な解決方法を伝えています。子どもへ CAP プログラムを届ける時には、

「おとなワークショップ」を開催して保護者や教師など周りのおとなに子どもの声を

聴くことの大切さと聴き方を理解してもらいます。このように、学校・地域が力を

合わせて「安心・自信・自由」を合言葉にした地域づくりを進めるプログラムです。

※ＣＡＰプログラムを紹介した動画を協会ホームページに掲載しています。

１本５分程度でわかりやすくまとめいますのでぜひご覧ください。QRコー

ドからアクセスできます！内容：①ＣＡＰってなに？②ＣＡＰのプログ

ラム③ＣＡＰの人権④エンパワメント⑤『聴く』ことは誰でもできる心

の手当て　http://toyojin.secret.jp/mcf/

事業の成果

おとなワークショップ参加者アンケート

　おとなワークショップの実施アンケートを見ると、「暴力について認識が浅かった」「安

心・自信・自由の権利がとてもわかりやすかった」「ロールプレイによってそれぞれの課

題についてよく考えることができた」「もっと早くこのプログラム知りたかった」など回

答があり、全体で 87% の参加者が、「子どもに CAP プログラムを実施することは必要だ」

と答えています。

　中学生暴力防止プログラムのアンケートでは、「あなたには、いじめや暴力にあわない

で、安心して生きる権利があると思いますか？」の問いに対して、ワークショップ実施
前のアンケートに「あ
る」と答えた生徒は 63
人 で し た が、 ワ ー ク
ショップ実施後は 83
人に増えていました。
着実に成果を上げてい
るといえます。また、
小学生ワークショップ
のアンケートでは、31
人中 28 人が「楽しかっ
た」と回答し、29 人が

「CAP ワークショップ
は役に立つ」と回答し
ました。
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2年学年全体 あなたには、いじめや暴力にあわないで、安心して生きる権利があると思ますか？

事前 事後

中学生ワークショップ事前事後のアンケート（集計：CAP みしま・大阪）

こどもの声

けんり→
安心・自信・自由は大切

だと思いました。

どん
な人間に

も安心して生きる権
利があると思っ
た。

人 権
について深く考

えられた。

すごく
役に立つ内容だ

と思いまし
た。

学 校
ではあま

り習わないことを学
べたので良かっ
た。

げきが
わかりやすかっ

たです。

い
じめやぼ

う力がなくなったら
いいと思いまし
た。

み ん な
に体の大切さをお

しえてくれたし、げきま
でしてくれて楽し

かったです。
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2 年目の事業 

＊こども園、小学校、中学校で実施する場合は、事前に保護者・教職員ワークショッ

プ（CAP の説明と模擬子どもワークショップ体験）を保護者、教職員が経験します。

＊子どもの学年によって、プログラムの内容、所要時間が異なります。こども園（就

学前プログラム）では子どもの集中力、理解力に配慮し、3 日間かけて少しずつ（40

分程度）、繰り返し復習しながら実施します。

＊子どもワークショップは単独では実施できません。教職員、保護者ワークショッ

プは単独でも実施できます。詳しくは事前の打ち合わせでご説明します。

・ＣＡＰみしま・大阪、まち

づくり協会と打ち合わせ

・学校園に経費はかかりません

（助成金を活用します） ・学校園の要望を聞く（希望する時期や

学年など）

・ＣＡＰみしま・大阪と調整

・学校園との打ち合わせをセッティング

・事業実施、報告

こども園・小学校・
中学校

とよなか人権文化

まちづくり協会

　2 年目は、「コミュニティベースの CAP 推進事業〜『安心・自信・自由』の地域づくり」

をテーマにすすめます。

　活動内容は次のことを考えています。

・中学生プログラム、小学校２校（克明、箕輪）、児童養護施設での実施

合わせて、協会事業に参加する子どもを対象に学校の枠を超えて実施する。また、

他地区での実施を追求する。

・映像制作講座の実施：子どもたち自身が映像表現法を学び、CAP で学んだ内容を

グループで話し合いながら作品を制作して社会に発信する経験を通じて、多面的に

思考することやグループ活動の楽しさを経験する。　 

ＣＡＰを導入したいと思ったら
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小学生ワークショップ事前事後のアンケート（集計：CAP みしま・大阪）

安心、自信、自
由の権利が子どもの

人権につながるんだと
いうことを改めて学

びました。

ワークショップで
伝える方法がすごくわか

りやすく、こどもたちにも
伝わりやすいであろうと

思いました。

どの子にも人権が
あると言う当たり前の権

利についてなかなか子どもた
ちに伝えにくいので、こうい
うワークショップを通して学

ぶととてもわかりやすい
と思いました。

子どもの権利を
守るためにも、校内や

外部機関との連携が不可
欠であることを改めて

実感しました。

このようなプログ
ラムがどんどん広がっ

て い っ て SOS を 出 せ る、
受け入れられる社会になっ
ていってほしいと思い

ました。

子 ど も を 信 頼
し、ゆっくり話を聞く

ことが大事だと思った。人
にはみんな人権があり、「あ
なたは大切な人」と伝える

と子どもも安心できる
と思う。

おとなの声
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日時 内容 対象 会場

2020.9.4 おとな向けワークショップ
市民、子どもに関わるおと

な 15 名
人権平和センター豊中

2020.10.28
ともだちこども園職員向け

ワークショップ
こども園職員 36 名 〃

2020.11.18 翼職員向けワークショップ 児童養護施設翼職員 18 名 翼

2020.12.9
五中保護者向けワークショッ

プ

市民、小中学校保護者　

24 名
第五中学校

2020.12.24
五中校区教職員向けワーク

ショップ

校区合同研修として実施

　64 名
〃

2021.1.26
第五中学校子ども向けワーク

ショップ①
五中 2年生　106 名 〃

2021.1.28
第五中学校子ども向けワーク

ショップ②
五中 2年生　106 名 〃

2021.4.14 おとな向けワークショップ
協会スタッフ、市民、市職

員　22 名
人権平和センター蛍池

2021.4.15 木村里美さんとの勉強会
協会職員、市民、翼職員　

8名
人権平和センター豊中

2021.6.15
克明小教職員向けワーク

ショップ
克明小学校教員　12 名 克明小学校

2021.6.29
克明小学校子ども向けワーク

ショップ
4年生　63 名 〃

2021.7.1
克明小学校子ども向けワーク

ショップ
2年生　60 名 〃

2021.7.10
箕輪小学校保護者向けワーク

ショップ
保護者（PTA）　18 名 箕輪小学校

2021.8.2 ～

4

翼子ども向けワークショップ

（プレ）3日間
翼幼児　6名 翼

2021.8.3 ～

4

翼子ども向けワークショップ

（ベーシック）2日間
翼小学低学年　7名 翼

2021.8.31
箕輪小学校子ども向けワーク

ショップ
2年生　50 名 箕輪小学校

2021.9.15 おとな向けワークショップ
市民、子どもに関わるおと

な　20 名
庄内公民館

活動実績（2020.9.1 ～ 2021.9.30）



お問い合わせ
一般財団法人とよなか人権文化まちづくり協会　
℡：06-6841-5300　FAX：06-6841-6655　
mail：bwz37306@nifty.com
〒 561-0884
豊中市岡町北 3-13-7　
人権平和センター豊中内

この報告書は、『ドコモ市民活動団体助成事業』からの助成金により作成しました

一般財団法人とよなか人権文化まちづくり協会とは
　豊中市における部落問題の解決のための施策をはじめ、 豊中市と連携・協力して
差別のないコミュニティづくり、すべての人の人権が尊重される人権文化のまちづ
くりの実現を目的にして学習・啓発、相談、こどもの居場所事業、高齢者事業、地
域交流事業などを実施しています。

人権相談支援事業

・人権相談

・総合生活相談

・地域交流事業（高齢者ふれあ

い事業、ほっとス、トークマ

インド）

人権教育交流事業

・こどもの学び・居場所事業（豊中）

・学習支援

・こども多世代ふれあい事業（蛍池）

人権情報啓発事業

・人権文化まちづくり講座

・人権パネル展

・情報紙の発行

・資料室の管理運営

・非核平和フロア運営業務

・フィールドワークの受け入れ

・講師派遣

・ブックトーク


